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２
０
０
９
年
３
月
20
日
の
開
業
を
間
近
に
控
え

た
1
月
、
阪
神
な
ん
ば
線
延
伸
区
間
を
、
鉄
道
を

こ
よ
な
く
愛
す
る
作
家
・
野
村
正
樹
が
歩
い
た
。

そ
の
プ
ラ
ン
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
半

世
紀
を
経
て
実
現
し
た
こ
の
延
伸
、
当
時
を
知
る

野
村
氏
に
と
っ
て
は
感
無
量
だ
っ
た
よ
う
だ—

—

。

関
西
人
が
ず
っ
と
夢
見
た
直
通
運
転

実
は
、
筆
者
は
神
戸
で
生
ま
れ
、
18
歳
ま
で

を
神
戸
で
過
ご
し
た
。
高
校
生
活
を
送
っ
た
昭
和

30
年
代
半
ば
に
は
、
よ
く
電
車
に
乗
っ
て
大
阪
に

も
出
か
け
る
。
行
き
先
の
多
く
は
キ
タ
の
梅
田
界

隈
や
ミ
ナ
ミ
の
難
波
・
心
斎
橋
あ
た
り
。
し
か
し
、

同
じ
〝
大
阪
の
繁
華
街
〟
で
も
、
キ
タ
に
行
く
の

と
ミ
ナ
ミ
ま
で
出
向
く
の
で
は
、
ま
る
で
感
覚
が

違
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

阪
急
や
阪
神
の
特
急
を
使
え
ば
、
梅
田
ま
で
は

た
っ
た
の
30
分
ほ
ど
。
し
か
し
、
難
波
あ
た
り
に

行
く
と
な
る
と
、
そ
こ
か
ら
地
下
鉄
御
堂
筋
線
に

乗
り
換
え
て
１
時
間
近
く
か
か
っ
て
し
ま
う
。

神
戸
か
ら
梅
田
は
、
実
に
近
い
が
、

神
戸
か
ら
難
波
は
、
何
と
も
遠
い
。

そ
れ
が
実
感
で
あ
り
、
実
態
で
も
あ
っ
た
。

休
日
に
は
近
鉄
電
車
に
乗
っ
て
奈
良
や
生
駒
山

な
ど
に
も
行
っ
た
が
、そ
の
際
の
「
遠
さ
」
や
「
面

倒
さ
」
は
ミ
ナ
ミ
の
比
で
は
な
い
。
当
時
、
阪
神

間
の
住
民
が
近
鉄
に
乗
る
に
は
、
梅
田
（
国
鉄
で

は
大
阪
駅
）
か
ら
城じ

ょ
う
と
う
せ
ん

東
線
（
今
の
大
阪
環
状
線
）

で
15
分
ほ
ど
の
「
鶴
橋
」
駅
で
近
鉄
奈
良
線
に
乗

り
換
え
る
、
と
い
う
の
が
一
般
的
。
神
戸
か
ら
奈

良
ま
で
は
、
片
道
で
２
時
間
近
く
を
要
し
た
。

大
阪
の
街
は
、
神
戸
の
と
な
り
だ
が
、

奈
良
の
都
は
、
は
る
か
に
遠
い
彼
方
。

そ
れ
が
本
音
で
あ
り
、
本
当
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
ん
な
筆
者
が
、
卒
業
後
は
大
阪
に
本
社
を
持

つ
洋
酒
メ
ー
カ
ー
に
就
職
す
る
。
や
が
て
上
本
町

六
丁
目
を
終
点
と
し
て
い
た
近
鉄
が
難
波
ま
で
延

伸
さ
れ
た
が
、
や
は
り
神
戸

−

奈
良
を
移
動
す
る

に
は
阪
神
（
阪
急
）−

地
下
鉄

−

近
鉄
の
３
種
類

の
電
車
の
乗
り
継
ぎ
が
必
要
だ
っ
た
。

阪
神
間
に
住
む
同
僚
な
ど
は
、
筆
者
と
同
じ
不

便
を
口
に
す
る
。
同
時
に
、
奈
良
に
住
む
知
人
た

ち
か
ら
は
こ
ん
な
不
満
も
聞
い
た
り
し
た
。

「
三
宮
で
買
い
物
や
観
光
を
し
よ
う
と
思
う
て

も
、
神
戸
は
遠
く
て
行
く
の
が
し
ん
ど
い
」

「
タ
イ
ガ
ー
ス
を
応
援
し
た
い
ん
や
が
、
甲
子
園

球
場
ま
で
行
く
と
帰
り
が
遅
う
な
っ
て
ム
リ
」

そ
ん
な
会
話
を
交
わ
す
と
き
に
、
か
な
ら
ず
到

達
す
る
〝
共
通
の
思
い
〟
が
あ
っ
た
の
だ
。

「
神
戸
も
大
阪
も
奈
良
も
、
同
じ
関
西
文
化
圏

な
の
に
、
な
ん
で
行
き
来
は
不
便
な
ん
や
ろ
う
」

「
阪
神
と
近
鉄
が
繋
が
っ
た
ら
え
え
ん
や
け
ど
」

「
そ
う
や
、
線
路
の
幅
は
同
じ
な
ん
や
か
ら
、
直

通
電
車
か
て
走
れ
る
は
ず
や
！
」

こ
れ
は
、
当
時
の
関
西
で
は
決
し
て
突
飛
な
発

想
で
も
夢
物
語
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

〝
阪
神
と
近
鉄
を
線
路
で
結
ぶ
〟
と
い
う
壮
大
な

計
画
の
原
型
と
も
い
え
る
プ
ラ
ン
は
、
す
で
に
昭

和
30
年
代
半
ば
に
立
て
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

半
世
紀
を
経
て
実
現
し
た
夢
の
新
線

そ
の
頃
、
阪
神
電
車
に
「
伝で

ん
ぽ
う
せ
ん

法
線
」
と
い
う
支

線
が
あ
っ
た
。
三
宮
・
元
町

−

梅
田
を
結
ぶ
阪
神

本
線
の
「
尼
崎
」
駅
か
ら
分
か
れ
、新
淀
川
を
渡
っ

て
す
ぐ
の
「
伝
法
」
を
経
て
「
千
鳥
橋
」
と
い
う

大
阪
西
郊
の
下
町
で
プ
ツ
ン
と
途
切
れ
る
と
い
う
、

何
と
も
存
在
感
の
薄
い
ロ
ー
カ
ル
線
だ
。

そ
ん
な
伝
法
線
が
注
目
さ
れ
た
最
初
は
、
昭
和

35
（
１
９
６
０
）
年
６
月
の
こ
と
。
阪
神
電
鉄
が

同
線
を
難
波
ま
で
延
伸
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
第
一
期
計
画
と
し
て
千
鳥
橋

−

西
九
条
の
工
事

が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

同
区
間
が
完
成
し
た
の
は
、
あ
の
東
京
オ
リ
ッ

ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
た
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
。

あ
わ
せ
て
路
線
名
は
「
西
大
阪
線
」
と
改
称
さ
れ

る
。
さ
ら
に
同
年
に
は
、
国
鉄
も
大
阪
環
状
線
を

開
通
さ
せ
て
、「
西
九
条
」駅
で
両
線
の
乗
り
換
え

が
実
現
し
た
。
大
阪
西
部
の
交
通
網
が
大
き
く
前

進
す
る
、
最
初
の
一
歩
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

余
談
だ
が
、
そ
の
西
大
阪
線
の
開
業
に
あ
わ
せ

て
昭
和
40（
１
９
６
５
）年
に
は
西
九
条

−

神
戸・

元
町
（
の
ち
に
三
宮
）
を
結
ぶ
「
西
大
阪
特
急
（
通

称
は
Ｎ
特
急
）」
と
い
う
電
車
も
生
ま
れ
た
。

さ
ら
に
２
年
後
に
は
難
波
乗
り
入
れ
を
め
ざ
し

て
の
二
期
工
事
（
西
九
条

−

九
条
）
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
中
断
さ
れ
た
。
一
つ

の
要
因
は
、
乗
客
の
伸
び
悩
み
だ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
当
時
、
大
阪
の
西
部
に
は
コ
レ
と
い
っ
た

繁
華
街
や
行
楽
地
が
な
く
、
せ
っ
か
く
の
Ｎ
特
急

も
空
席
が
目
立
ち
、
昭
和
49
（
１
９
７
４
）
年
に

は
残
念
に
も
姿
を
消
し
た
の
だ
。

し
か
し
、
や
が
て
時
代
の
進
歩
が
状
況
を
一
変

さ
せ
る
。
地
元
で
は
〝
大
阪
の
陸
の
孤
島
〟
な
ど

と
呼
ば
れ
て
き
た
こ
の
一
帯
に
、
相
次
い
で
超
人

気
ス
ポ
ッ
ト
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

◆�

平
成
２
（
１
９
９
０
）
年
に
は
大
阪
港
に
巨
大

水
族
館
の
「
海か

い
ゆ
う
か
ん

遊
館
」
が
開
業
。
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◆�

５
年
後
に
は
隣
接
し
て
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
［
天て

ん
ぽ
う
ざ
ん

保
山
］
が
開
館
。一
帯
の
天
保
山
ハ
ー

バ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
は
一
大
観
光
名
所
と
な
る
。

◆�

平
成
９（
１
９
９
７
）年
に
は
大
阪
ド
ー
ム（
現

京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
）
が
誕
生
。

◆�

平
成
13
（
２
０
０
１
）
年
に
は
西
九
条
駅
か
ら

Ｊ
Ｒ
桜
島
線
（
ゆ
め
咲
線
）
に
乗
っ
て
す
ぐ
の

此こ
の
は
な花

区
内
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ

パ
ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
が
オ
ー
プ
ン
…
…
。

そ
う
し
た
場
所
に
は
、
阪
神
間
は
も
ち
ろ
ん
、

近
鉄
や
南
海
沿
線
か
ら
も
レ
ジ
ャ
ー
客
が
押
し
寄

せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
あ
わ
せ
て
地
元
で
も
、
大

阪
市
西
部
の
活
性
化
策
が
検
討
さ
れ
は
じ
め
る
。

そ
の
切
り
札
と
し
て
、
阪
神
の
西
九
条

−

近
鉄

難
波
を
結
ぶ
新
線
の
工
事
施
行
認
可
が
平
成
15

（
２
０
０
３
）
年
に
下
り
た
。
建
設
・
保
有
は
大

阪
市
な
ど
が
出
資
す
る
西
大
阪
高
速
鉄
道
が
、
運

営
は
阪
神
電
鉄
が
行
う
上
下
分
離
方
式
で
の
事
業

化
も
決
ま
り
、
同
年
10
月
に
工
事
は
開
始
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

延
伸
総
距
離
は
３・
８
㎞
。
工
事
区
間
は
「
近

鉄
難
波
」
駅
の
西
に
既
設
の
引
き
上
げ
線
（
０
・

４
㎞
）
を
除
く
３・
４
㎞
。
地
下
に
あ
る
近
鉄
難

波
駅
（
開
通
後
は
「
大
阪
難
波
」
駅
に
改
称
）
か

ら
続
く
地
下
ト
ン
ネ
ル
内
に
「
桜
川
」「
ド
ー
ム
前
」

「
九
条
」
の
３
駅
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
先
は
高
架

と
な
っ
て
西
九
条
駅
で
西
大
阪
線
と
結
ぶ
、
と
い

う
計
画
。〝
阪
神
と
近
鉄
の
直
通
運
転
〟
が
、
つ

い
に
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
。

し
か
も
、
新
し
い
鉄
路
に
は
両
社
の
電
車
が
相

互
乗
り
入
れ
を
す
る
。
そ
の
目
玉
は
、
阪
神
三
宮

−

近
鉄
奈
良
を
最
速
76
分
で
結
ぶ
直
通
の
「
快
速

急
行
」。
あ
の
Ｎ
特
急
を
思
わ
せ
る
優
等
電
車
が
、

１
時
間
に
３
～
５
本
も
走
る
の
だ
。

　
開
通
は
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
３
月
20
日
。

か
つ
て
伝
法
線
に
託
さ
れ
た
夢
が
、
半
世
紀
の
時

を
経
て
現
実
の
も
の
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
感

無
量
…
…
今
は
東
京
で
暮
ら
す
筆
者
に
と
っ
て

も
、
そ
れ
以
外
の
言
葉
は
見
当
た
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
感
慨
に
浸
っ
て
い
た
昨
年

末
に
、
思
い
が
け
な
い
幸
運
が
訪
れ
た
。
完
成
間

近
の
新
線
を
歩
い
て
取
材
で
き
る
と
い
う
。

「
何
と
嬉
し
い
初
夢
だ
ろ
う
か
！
」

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
本
番
に
そ
な
え
て
の
試
運

転
電
車
が
走
り
出
す
数
日
前
の
、
１
月
初
旬
。
筆

者
は
喜
び
勇
ん
で
大
阪
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

難
波

−

ド
ー
ム
前
で
知
っ
た
ア
ク
セ
ス
の
便

　
本
来
な
ら
ば
、
新
設
さ
れ
た
全
区
間
の
線
路
を

歩
き
た
い
気
持
ち
は
山
々
だ
。
し
か
し
、
工
事
の

最
終
仕
上
げ
の
時
期
で
も
あ
り
、
今
回
の
取
材
は

途
中
の
ド
ー
ム
前

−

西
九
条
の
区
間
。
い
や
、
そ

れ
で
十
分
で
は
な
い
か
。
大
切
な
の
は
〝
阪
神
と

近
鉄
が
レ
ー
ル
で
結
ば
れ
る
〟
と
い
う
現
実
を
、

自
分
の
目
と
足
で
確
か
め
る
こ
と
な
の
だ
。

【
探
訪
①　
尼
崎
駅
】

そ
ん
な
思
い
で
最
初
に
訪
ね
た
の
は
、阪
神
「
尼

崎
」駅
だ
っ
た
。
神
戸
に
育
っ
た
人
間
と
し
て
は
、

や
は
り
六
甲
山
を
背
に
仰
ぐ
こ
の
場
所
か
ら
、
難

波
や
、
そ
の
先
の
生
駒
山
や
奈
良
方
向
を
め
ざ
す

探
訪
の
ス
タ
ー
ト
を
飾
り
た
い
。

そ
し
て
、
ひ
さ
び
さ
に
訪
れ
た
尼
崎
駅
で
目
に

し
た
の
が
改
装
な
っ
た
駅
舎
と
新
し
い
線
路
の
配

置
だ
。
か
つ
て
は
、
北
側
に
２
面
４
線
の
阪
神
本

線
、
南
側
に
ポ
ツ
ン
と
西
大
阪
線
の
ホ
ー
ム
を
備

え
た
構
造
が
、
い
つ
の
ま
に
か
一
変
し
て
い
た
。

新
し
い
駅
は
上
下
と
も
に
２
面
３
線
（
合
計
で
４

阪神なんば線乗り入れの新造車 1000 系。行き先表示の「西九条」は３月19 日で見納め。
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阪
神
な
ん
ば
線

阪
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な
ん
ば
線
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大物 杭瀬

梅田

大阪
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姫島
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福島

出来島

福

伝法

千鳥橋

京セラドーム
大阪ユニバーサル・スタジオ・

ジャパン

海遊館

西九条西九条

九条九条 ドーム前ドーム前

桜川桜川
大阪難波大阪難波
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面
６
線
）
の
構
造
。
中
央
の
２
線
を
使
う
な
ん
ば

線
の
電
車
と
阪
神
本
線
の
特
急
・
急
行
・
普
通
な

ど
と
の
乗
り
換
え
が
、
楽
に
、
便
利
に
、
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
大
阪
方
向
を
見
る
と
、
本
線
と
な
ん
ば

線
の
線
路
は
次
の
「
大だ

い
も
つ物

」
駅
の
手
前
で
立
体
ク

ロ
ス
し
て
い
る
。
新
し
い
鉄
路
に
、か
つ
て
の
ロ
ー

カ
ル
線
の
イ
メ
ー
ジ
は
も
う
無
い
。

や
が
て
、
そ
の
立
体
ク
ロ
ス
を
く
ぐ
っ
て
黒
と

黄
色
を
基
調
と
し
た
お
し
ゃ
れ
な
電
車
が
入
線
し

て
き
た
。
阪
神
な
ん
ば
線
の
開
業
に
あ
わ
せ
て
新

造
さ
れ
た
１
０
０
０
系
。
そ
の
快
適
な
車
両
に
揺

ら
れ
て
、
い
ざ
西
九
条
へ
と
向
か
っ
た
の
だ
。

【
探
訪
②　
西
九
条
駅
】

乗
車
し
て
約
10
分
。〝
３
月
19
日
ま
で
の
終
点
〟

と
な
る
西
九
条
駅
で
電
車
を
降
り
る
と
、
目
の
前

に
は
先
へ
通
じ
る
な
ん
ば
線
の
線
路
が
す
で
に
敷

か
れ
、
既
存
の
レ
ー
ル
と
繋
が
っ
て
い
る
で
は
な

い
か
。
興
奮
は
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
く
。

地
上
４
階
に
あ
る
ホ
ー
ム
か
ら
改
札
口
を
出
て

地
上
へ
と
向
か
う
。
途
中
の
階
段
の
壁
に
は
「
阪

神
電
車
ミ
ナ
ミ
へ
。」
と
記
さ
れ
た
巨
大
な
看
板

が
。
そ
う
な
の
だ
。
さ
っ
き
ホ
ー
ム
で
見
た
レ
ー

ル
上
の
ス
ト
ッ
パ
ー
が
外
さ
れ
た
と
き
に
は
、
電

車
が
こ
の
上
の
真
新
し
い
線
路
を
走
る
の
だ
。
難

波
や
道
頓
堀
や
、
そ
の
先
の
生
駒
や
、
世
界
に
誇

る
奈
良
の
若
草
山
や
春
日
神
社
や
大
仏
殿
ま
で
、

乗
り
換
え
な
し
で
行
け
て
し
ま
う
の
だ
！

そ
ん
な
こ
と
も
思
わ
せ
る
元
気
な
広
告
に
誘
わ

れ
て
、
次
に
向
か
っ
た
の
は
近
鉄
難
波
駅
で
あ
る
。

【
探
訪
③　
大
阪
難
波
（
旧
近
鉄
難
波
）
駅
】

そ
の
地
下
ホ
ー
ム
の
西
端
に
立
つ
と
、
先
に
続

く
闇
の
な
か
に
３
本
の
引
き
上
げ
線
が
見
え
た
。

開
業
後
は
、
そ
の
両
端
の
２
線
が
本
線
と
な
る
。

神
戸
方
面
か
ら
走
っ
て
く
る
１
０
０
０
系
も
こ
の

ト
ン
ネ
ル
の
闇
を
く
ぐ
っ
て
雄
姿
を
見
せ
て
く
れ

る
と
思
う
と
、
胸
は
さ
ら
に
高
鳴
っ
て
き
た
。

ホ
ー
ム
の
見
学
を
終
え
た
あ
と
は
地
上
へ
。
東

西
に
延
び
る
千
日
前
通
り
を
ひ
た
す
ら
西
へ
、
西

へ
と
歩
い
た
。
こ
の
硬
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
道
路
の

下
に
は
、
も
う
新
し
い
線
路
が
敷
か
れ
て
い
る
の

だ
。
感
動
は
最
高
潮
へ
と
近
づ
い
て
い
く
。

【
探
訪
④　
桜
川
駅
の
周
辺
】

　
途
中
で
「
Ｊ
Ｒ
難
波
」
駅
の
あ
る
湊
町
リ
バ
ー

プ
レ
イ
ス
前
を
通
り
、さ
ら
に
歩
く
と「
桜
川
」駅
。

こ
こ
は
大
阪
市
営
の
地
下
鉄
千
日
前
線
（
な
ん
ば

線
と
地
下
通
路
で
連
絡
）
や
南
海
高
野
線
の
「
汐

見
橋
」
駅
と
乗
り
換
え
が
で
き
る
。

　
実
は
、
こ
の
路
線
の
大
き
な
魅
力
の
1
つ
が
、

西
九
条

−

大
阪
難
波
の
す
べ
て
の
駅
で
既
存
の

鉄
道
と
接
続
し
て
い
る
こ
と
な
の
だ
。

　
次
の
「
ド
ー
ム
前
」
で
は
市
営
地
下
鉄
の
長
堀

阪神なんば線と既存鉄道とのネットワーク

大
阪
難
波
駅

桜
川
駅

ド
ー
ム
前
駅

九
条
駅

西
九
条
駅

地
下
鉄
中
央
線

Ｊ
Ｒ
大
阪
環
状
線

Ｊ
Ｒ
桜
島
線

（
ゆ
め
咲
線
）

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線

地
下
鉄
長
堀

鶴
見
緑
地
線

南
海
高
野
線

阪神
なんば線 近鉄線

地
下
鉄

御
堂
筋
線

地
下
鉄
千
日
前
線

至
尼
崎

至
奈
良

地
下
鉄
四
つ
橋
線

南
海
本
線
・
高
野
線

09年3月20日開通09年3月20日開通

西九条

深さ約29m深さ約29m

深さ約39m（地下約25m）深さ約39m（地下約25m）
九条

ドーム前

桜川 近鉄難波

木津川
安治川安治川

各駅の深度
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鶴
見
緑
地
線
「
ド
ー
ム
前
千
代
崎
」
駅
と
地
下
で

連
絡
し
、
心
斎
橋
や
大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
や
鶴

見
緑
地
公
園
な
ど
に
行
く
の
に
便
利
だ
。

　
「
九
条
」
駅
で
は
地
下
鉄
中
央
線
と
接
続
。
人

気
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
へ
は
、
そ
こ
か
ら
10

分
前
後
。「
西
九
条
」
駅
は
Ｊ
Ｒ
大
阪
環
状
線
・

ゆ
め
咲
線
と
の
乗
換
駅
で
、
そ
こ
か
ら
５
分
で
、

Ｕ
Ｓ
Ｊ
に
行
け
る
。

　

そ
ん
な
期
待
に
胸
を
は
ず
ま
せ
て
歩
く
う
ち

に
、
前
方
に
は
銀
色
に
輝
く
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪

が
見
え
て
き
た
。
そ
の
正
面
に
位
置
す
る
の
が

ド
ー
ム
前
駅
。
工
事
現
場
の
見
学
と
真
新
し
い
線

路
歩
き
の
出
発
進
行
は
、
も
う
間
近
だ
。

建
設
工
事
の
３
つ
の
努
力
に
感
服

見
学
は
、
ド
ー
ム
前
駅
近
く
に
あ
る
建
設
工
事

事
務
所
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
こ
で
原
田
副
所
長
か

ら
新
線
の
概
略
や
見
ど
こ
ろ
な
ど
の
説
明
を
う
か

が
い
な
が
ら
、
３
つ
の
こ
と
に
感
心
し
た
。

１
つ
め
は
、
高
架
と
地
下
が
組
み
合
わ
さ
り
、

２
本
の
大
き
な
川
と
交
叉
し
、
民
家
の
す
ぐ
脇
や

幹
線
道
路
を
走
る
箇
所
も
あ
る
、
と
い
う
複
雑
な

ル
ー
ト
の
工
事
を
や
り
遂
げ
た
こ
と
だ
。

難
波
方
面
か
ら
延
び
て
き
た
地
下
ト
ン
ネ
ル
は
、

こ
の
ド
ー
ム
前
駅
の
手
前
で
木
津
川
や
地
下
鉄
・

長
堀
鶴
見
緑
地
線
の
下
を
走
る
た
め
に
、
ホ
ー

ム
の
位
置
は
地
下
約
25
ｍ
。
大
阪
で
は
も
っ
と

も
深
い
駅
の
一
つ
な
の
だ
。
次
の
九
条
駅
ま
で
は

シ
ー
ル
ド
工
法
に
よ
る
大
深
度
地
下
鉄
の
ト
ン
ネ

ル
区
間
が
続
く
。
そ
の
九
条
か
ら
は
最
高
40
パ
ー

ミ
ル
の
急
勾
配
を
上
り
、
一
気
に
高
架
と
な
っ
て

安あ
じ
か
わ

治
川
を
ま
た
ぎ
、
西
九
条
駅
へ
と
達
す
る
。

つ
ま
り
、
ド
ー
ム
前

−

安
治
川
橋
梁
の
約
１
・

５
㎞
の
間
に
ビ
ル
の
地
下
５
階
か
ら
地
上
４
階
ま

で
駆
け
登
る
、
と
い
う
こ
と
。
設
計
や
工
事
に
携

わ
っ
た
方
々
の
苦
労
と
努
力
は
計
り
知
れ
な
い
。

ま
た
、
地
下
か
ら
高
架
に
な
る
付
近
で
は
広
い

道
路
に
沿
っ
て
線
路
が
敷
か
れ
る
た
め
に
、
都
市

計
画
道
路
の
拡
幅
工
事
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
も
、

自
治
体
と
の
緊
密
な
連
携
の
結
果
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
地
下
出
入
口
の
付
近
に
は
、
自
然
災
害

に
よ
る
万
が
一
の
浸
水
を
防
ぐ
た
め
の
鉄
扉
を
設

置
。
安
全
対
策
も
万
全
で
あ
る
。

２
つ
め
は
、
周
辺
環
境
へ
の
き
め
細
か
な
配
慮

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

と
く
に
安
治
川
周
辺
の
高
架
部
分
に
は
側
道
が

な
く
て
、
民
家
や
ビ
ル
の
合
間
を
す
り
抜
け
る
よ

う
に
線
路
が
敷
か
れ
た
。
そ
の
た
め
、
騒
音
・
振

動
対
策
に
は
最
大
限
の
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
２
本
の
線
路
の
両
脇
を
包
み
込
む
よ
う

に
、
下
部
は
高
さ
２
ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
上
部

は
高
さ
４
ｍ
の
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
イ
ト
製
の
防
音
壁

を
設
置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ロ
ン
グ
レ
ー
ル
を

採
用
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
枕
木
と
道
床
の
境

目
に
は
振
動
低
減
の
た
め
の
ゴ
ム
を
施
し
、
道
床

上
に
は
数
セ
ン
チ
幅
の
砕
石
を
敷
き
つ
め
る
と
い

う
入
念
さ
。
騒
音
と
振
動
の
備
え
も
磐
石
だ
。

駅
の
デ
ザ
イ
ン
へ
の
こ
だ
わ
り

３
つ
め
は
、
沿
線
の
３
駅
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
こ

だ
わ
り
や
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と
だ
。

副
所
長
は
パ
ネ
ル
で
幾
つ
も
の
興
味
深
い
説
明

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
現
地
を
見
て

の
お
楽
し
み
。
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
魅
力
の

数
々
を
こ
の
目
で
確
か
め
る
べ
く
、
い
よ
い
よ
現

場
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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【
探
訪
⑤　
ド
ー
ム
前
駅
】

地
下
２
階
に
あ
た
る
駅
の
改
札
口
か
ら
さ
ら
に

階
段
を
下
り
る
と
、
目
の
前
に
完
成
間
近
の
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が
広
が
っ
て
い
た
。
高
さ
10
ｍ
を

誇
る
吹
き
抜
け
の
空
間
の
眺
め
が
壮
観
だ
。

10
両
編
成
の
電
車
に
対
応
で
き
る
長
さ
２
１
５

ｍ
の
島
式
ホ
ー
ム
の
両
側
に
は
、
赤
茶
け
た
新
品

の
レ
ー
ル
と
ピ
カ
ピ
カ
の
赤
銅
色
の
架
線
。
さ
ら

に
目
を
惹
く
の
が
、
コ
ン
コ
ー
ス
や
ホ
ー
ム
の
壁

面
を
飾
る
煉
瓦
で
あ
る
。
そ
の
数
、
何
と
16
万
個

と
か
。
で
も
、
な
ぜ
こ
の
駅
に
煉
瓦
な
の
か
？

副
所
長
が
こ
う
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

「
こ
こ
は
、
大
阪
ガ
ス
発
祥
の
地
な
ん
で
す
」

明
治
38
（
１
９
０
５
）
年
、
こ
の
地
に
生
ま
れ

た
煉
瓦
造
り
の
工
場
か
ら
初
め
て
都
市
ガ
ス
の
供

給
が
始
ま
り
、
大
阪
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献
し

た
と
か
。
そ
の
由
緒
あ
る
場
所
に
生
ま
れ
た
駅
に

こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
装
飾
だ
ろ
う
。

そ
う
い
え
ば
、
同
駅
の
改
札
階
に
は
ア
ー
チ
型

の
入
口
の
よ
う
な
煉
瓦
造
り
の
壁
面
も
あ
っ
た
。

こ
れ
は
甲
子
園
球
場
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
だ
と

い
う
。
確
か
に
、
ド
ー
ム
前
駅
か
ら
甲
子
園
駅
ま

で
は
快
速
急
行
に
乗
れ
ば
約
20
分
。
阪
神
電
車
に

乗
っ
て
の
〝
野
球
の
ハ
シ
ゴ
観
戦
〟
が
楽
し
め
る

か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
ホ
ー
ム
の
最
前
部
か
ら
、
い
よ
い
よ
線
路

へ
と
下
り
る
。
こ
こ
か
ら
は
ト
ン
ネ
ル
内
の
枕
木

を
し
っ
か
り
と
踏
み
し
め
な
が
ら
、
１
歩
ず
つ
、

前
へ
、
前
へ
。
今
ま
で
も
取
材
で
全
国
の
廃
線
跡

の
錆
び
た
レ
ー
ル
や
古
い
枕
木
の
上
を
歩
い
て
き

た
が
、
完
成
前
の
鉄
路
は
初
め
て
の
体
験
だ
。

そ
の
感
動
に
浸
り
な
が
ら
10
分
ほ
ど
進
ん
で
い

く
と
、
も
う
次
の
「
九
条
」
駅
の
ホ
ー
ム
が
見
え

て
き
た
。

【
探
訪
⑥　
九
条
駅
】

九
条
駅
の
周
辺
は
ボ
ル
ト
や
ネ
ジ
な
ど
の
金
属

加
工
の
工
場
で
栄
え
た
町
だ
。
そ
の
た
め
、
ホ
ー

ム
上
の
柱
や
ベ
ン
チ
、
地
上
の
出
入
口
は
鉄
が
主

体
。
そ
の
円
筒
形
の
建
物
は
鉄
骨
と
ガ
ラ
ス
で
構

成
さ
れ
、
夜
間
に
は
な
つ
か
し
い
「
行
灯
」
を
ほ

う
ふ
つ
と
さ
せ
る
暖
か
な
照
明
が
灯
る
と
い
う
。

「
九
条
は
、
大
阪
の
市
電
発
祥
の
地
な
ん
で
す
」

と
副
所
長
。
明
治
36
（
１
９
０
３
）
年
に
、
九
条

交
差
点
（
当
時
は
花
園
橋
）
か
ら
天
保
山
（
築
港

桟
橋
）
ま
で
の
市
電
が
開
通
し
た
の
で
あ
る
。
ま

さ
に
、
こ
こ
は
〝
大
阪
の
市
内
交
通
の
始
発
駅
〟。

円
筒
形
の
建
物
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
「
鉄
」

と
「
明
か
り
」
は
都
市
の
近
代
化
の
象
徴
か
も
し

れ
な
い
、
と
思
っ
た
。

ち
な
み
に
、
さ
っ
き
難
波
か
ら
地
上
を
歩
き
な

が
ら
見
た
「
桜
川
」
駅
の
近
く
に
は
材
木
問
屋
や

製
材
所
が
多
く
、
ホ
ー
ム
の
ベ
ン
チ
は
木
製
に
。

ま
た
、壁
面
は
か
た
や
金
属
、こ
な
た
タ
イ
ル
と
い
っ

た
別
の
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
と
か
。
ど
の
駅

も
開
業
後
に
は
途
中
下
車
を
し
て
ゆ
っ
く
り
と
散

策
す
る
の
が
楽
し
み
だ
。

地
下
入
口
に
刻
ま
れ
た
「
紹
復
大
業
」

そ
の
九
条
駅
を
過
ぎ
て
再
び
地
下
の
ト
ン
ネ
ル

を
歩
く
と
、
一
気
に
上
り
勾
配
と
な
っ
て
線
路
は

地
上
へ
。
こ
こ
か
ら
は
、
防
音
の
た
め
に
施
さ
れ

た
覆
い
の
な
か
を
歩
い
て
ゆ
く
。

ふ
と
振
り
返
る
と
、
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
（
西
九

条
方
向
か
ら
で
は
入
口
）の
上
部
に
大
き
な
プ
レ
ー

ト
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
。

そ
こ
に
は
「
紹
復
大
業
」
と
い
う
文
字
が
。

広
報
の
方
が
、
こ
う
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
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「
中
国
の
『
書
経
』
と
い
う
歴
史
書
に
由
来
し

た
語
句
で
、『
前
の
時
代
か
ら
の
偉
大
な
業
績
を
継

承
し
て
世
の
中
を
安
定
さ
せ
よ
う
』
と
い
う
意
味

な
ん
で
す
」

確
か
に
こ
の
延
伸
事
業
も
、
戦
後
か
ら
間
も
な

い
頃
に
構
想
さ
れ
た
壮
大
な
計
画
を
後
世
の
人
び

と
が
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
見
事
に
結
実
さ
せ

た
も
の
で
は
な
い
か
。
プ
レ
ー
ト
に
込
め
ら
れ
た

願
い
の
と
お
り
、
同
線
の
開
通
で
新
た
な
都
市
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
生
活
の
利
便
性

が
向
上
し
、
沿
線
や
地
域
の
活
性
化
に
も
大
き
く

寄
与
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
歩
い
て
行
く
と
、

目
の
前
に
巨
大
な
橋
桁
が
迫
っ
て
き
た
。
約
90
ｍ

の
長
さ
を
持
つ
ア
ー
チ
型
の
安
治
川
橋
梁
。
地
下

は
ト
ン
ネ
ル
、
高
架
部
分
は
防
音
壁
で
覆
わ
れ
た

な
ん
ば
線
で
、
唯
一
、
車
窓
か
ら
の
景
色
が
楽
し

め
る
場
所
だ
。
ち
な
み
に
、
こ
の
橋
は
安
治
川
で

浮
か
べ
た
台
船
上
で
橋
桁
を
組
み
立
て
、
潮
の
満

ち
引
き
を
利
用
し
て
設
置
し
た
と
い
う
。

「
そ
の
安
治
川
と
言
え
ば
…
…
」

関
西
で
育
ち
、
仕
事
で
大
阪
の
中
之
島
や
天
保

山
港
の
周
辺
に
何
度
も
足
を
運
ん
だ
筆
者
に
は
、

こ
の
〝
安
治
川
を
渡
る
電
車
〟
に
は
ひ
と
し
お
の

感
慨
が
あ
る
の
だ
。

安
治
川
の
上
流
は「
大
川（
旧
淀
川
）」で
あ
り
、

江
戸
時
代
に
は
こ
の
川
を
使
っ
て
天
保
山
港
と
船

場
や
中
之
島
を
行
き
来
す
る
荷
物
船
が
商
都
・
大

阪
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
。

そ
ん
な
近
世
の
大
動
脈
で
あ
っ
た
旧
淀
川
に

沿
っ
て
走
る
鉄
道
が
初
め
て
敷
か
れ
た
の
は
、
昨

年
10
月
に
開
通
し
た
「
京
阪
中
之
島
線
」
で
あ
る
。

そ
し
て
今
度
は
、
浪
速
の
街
の
大
動
脈
で
あ
っ
た

こ
の
川
を
初
め
て
民
鉄
路
線
が
渡
っ
た
、
と
い
う

こ
と
。
大
阪
の
未
来
を
リ
ー
ド
す
る
新
し
い
２
本

の
動
脈
が
誕
生
し
た
わ
け
だ
。

そ
ん
な
歴
史
を
秘
め
た
安
治
川
を
渡
る
と
、
線

路
は
緩
や
か
に
左
に
カ
ー
ブ
を
切
る
。
行
く
手
に

は
、
数
時
間
前
に
降
り
立
っ
た
西
九
条
駅
の
ホ
ー

ム
が
見
え
て
き
た
。
ふ
と
足
元
の
レ
ー
ル
を
見
る

と
、
そ
こ
に
「
２
０
０
８
・
10
・
10
」
と
い
う
設

置
の
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
日
に
、
こ

の
場
所
で
、
垂
涎
の
鉄
路
が
一
本
に
繋
が
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。　

「
大
業
」
が
、
見
事
に
成
就
へ
の
王
手
を
か
け

た
瞬
間
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

線
路
は
続
く
よ
、
ど
こ
ま
で
も

こ
う
し
て
、
尼
崎
を
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
難
波

−

ド
ー
ム
前

−

西
九
条
ま
で
を
徒
歩
で
た
ど
る
小
さ

な
旅
は
終
わ
っ
た
。
そ
の
難
波

−
西
九
条
間
は
、

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
も
日
中
な
ら
20
～
30

分
は
か
か
る
。
阪
神
な
ん
ば
線
の
電
車
は
同
じ
区

間
を
、
約
８
分
で
走
り
抜
け
て
し
ま
う
の
だ
。

わ
ず
か
８
分
で
あ
り
、
た
っ
た
の
４
㎞
弱
の
新

線
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
効
果
と
期
待
は
計

り
知
れ
な
い
は
ず
だ
。

鉄
道
が
で
き
れ
ば
、
新
し
い
移
動
が
生
ま
れ
る
。

鉄
道
会
社
に
は
、
新
し
い
需
要
が
起
き
る
。

地
域
に
は
、
新
し
い
市
場
が
育
つ
。

そ
し
て
沿
線
に
住
む
人
び
と
に
は
、
新
し
い
喜

び
が
も
た
ら
さ
れ
る
は
ず
だ
。

も
っ
と
も
、
一
本
の
路
線
の
誕
生
が
乗
客
の
流

れ
を
変
え
、
場
所
に
よ
っ
て
は
訪
れ
る
人
が
減
っ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
な
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か

し
同
線
に
は
、
そ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
ユ
ニ
ー
ク

な
試
み
も
な
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
た
。

阪
神
な
ん
ば
線
新
線
区
間
の
通
勤
定
期
券
を

持
っ
て
い
れ
ば
、
阪
神
梅
田
駅
で
の
乗
降
も
可
能

と
な
る
の
だ
。
つ
ま
り
、
ミ
ナ
ミ
で
働
く
人
で
も
、

梅
田
と
難
波
で
の
買
い
物
や
道
頓
堀
と
北
新
地
で

の
ハ
シ
ゴ
が
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と
。そ
う
い
え
ば
、

い
た
だ
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
こ
ん
な
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
も
記
さ
れ
て
い
た
。

―
―
遊
ぶ
、
働
く
、
学
ぶ
。
暮
ら
し
の
可
能
性

が
大
き
く
広
が
り
ま
す
―
―

ま
さ
し
く
、
そ
の
通
り
だ
ろ
う
。
人
が
動
け
ば
、

経
済
も
動
く
。
沿
線
の
街
は
元
気
に
な
る
。
そ
れ

も
鉄
道
に
と
っ
て
の
大
き
な
役
割
で
あ
り
、
地
元

の
期
待
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

西
九
条
駅
の
ホ
ー
ム
に
立
っ
て
そ
ん
な
こ
と

思
っ
て
い
る
と
、
突
然
、
軽
快
な
メ
ロ
デ
ィ
が
耳

に
届
い
た
。
文
部
省
唱
歌
に
も
な
っ
た
そ
の
曲
名

と
歌
の
出
だ
し
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

「
♪　
線
路
は
続
く
よ
、
ど
こ
ま
で
も
～
」

有
名
な
ア
メ
リ
カ
民
謡
（
日
本
語
訳
詞
／
佐
木

敏
）
で
あ
り
、
阪
神
電
鉄
で
も
梅
田
を
除
く
各
駅

で
電
車
の
接
近
音
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
名
曲
。

そ
も
そ
も
は
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
横
断
鉄
道
の
建
設

に
際
し
て
歌
わ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

そ
し
て
今
、
こ
の
日
本
の
大
阪
で
も
市
内
横
断

鉄
道
が
建
設
さ
れ
て
、
ま
さ
し
く
〝
線
路
は
続
い

た
〟。
こ
の
音
楽
に
乗
せ
て
到
着
し
た
電
車
に
乗

る
だ
け
で
、
阪
神
間
か
ら
難
波
や
奈
良
へ
、
奈
良

か
ら
神
戸
方
面
へ
の
快
適
な
移
動
が
叶
う
の
だ
。

思
え
ば
、半
世
紀
に
も
わ
た
る
長
い
長
い
夢
だ
っ

た
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
夢
見
た
新
し
い

鉄
路
は
、
今
ま
さ
に
正
夢
と
な
っ
た
の
だ
。

ふ
と
見
る
と
、
そ
の
西
九
条
駅
の
ホ
ー
ム
に
、

一
人
の
小
さ
な
男
の
子
が
や
っ
て
き
た
。
そ
し
て

私
と
同
じ
よ
う
に
、
は
る
か
難
波
方
向
へ
と
続
く

鉄
路
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
。
彼
は
今
、
ど
ん

な
夢
を
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
…
…
。

鉄
道
は
〝
乗
客
を
運
ぶ
〟
だ
け
で
は
な
い
。

沿
線
や
地
域
に
〝
夢
を
運
ん
で
く
れ
る
〟
希
望

と
元
気
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
で
も
あ
る
の
だ
。

冬
の
冷
た
い
六
甲
お
ろ
し
を
全
身
に
受
け
な
が

ら
も
、
心
は
ほ
ん
の
り
と
温
ま
っ
て
い
く
。

近辺の高層ビルから安治川を望む。シャープなアーチ型の安治川橋梁が新しい
ランドマークになっている。

作家。経営、マーケティング、人生、鉄
道など幅広い分野で活躍している。著書
多数。最新刊に『鉄道地図の謎から歴史
を読む方法』（河出書房新社）がある。
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